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外
務
省
職
員
の
職
務
遂
行
の
義
務
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

本
年
五
月
三
十
日
、
外
務
省
国
際
情
報
局
長
、
在
イ
ス
ラ
エ
ル
日
本
国
大
使
等
を
歴
任
し
た
茂
田
宏
氏
の
監
訳
の
下
、
慶
應

義
塾
大
学
出
版
会
株
式
会
社
よ
り
、
マ
ー
ク
・
М
・
ロ
ー
エ
ン
タ
ー
ル
氏
の
著
書
の
翻
訳
版
『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス－

機
密
か

ら
政
策
へ
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
九
第
八
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問

す
る
。

一

茂
田
氏
監
訳
の
著
書
（
以
下
、
「
著
書
」
と
す
る
。
）
に
関
し
、
外
務
省
に
対
し
て
寄
稿
届
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

二

「
著
書
」
の
監
訳
者
ま
え
が
き
の
部
分
で
、
同
著
を
翻
訳
し
た
外
務
省
職
員
等
（
以
下
、
「
職
員
」
と
す
る
。
）
の
官
職

氏
名
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
者
ら
が
い
つ
翻
訳
作
業
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
「
お
尋
ね
の

職
員
は
、
職
務
の
一
環
と
し
て
本
件
翻
訳
を
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
詳
細
な
経
緯
は
承
知
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
お
尋

ね
の
職
員
が
勤
務
時
間
中
に
本
件
翻
訳
を
行
っ
た
事
実
は
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
「
著
書
」
の
翻

訳
は
「
職
員
」
が
本
来
行
う
べ
き
職
務
に
は
該
当
し
な
い
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

三

政
府
、
特
に
外
務
省
と
し
て
、
「
職
員
」
が
職
務
時
間
以
外
に
翻
訳
作
業
に
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
、
時
間
を
要
し
た
か
、

承
知
し
て
い
る
か
。

一



四

二
の
答
弁
に
は
「
お
尋
ね
の
職
員
が
勤
務
時
間
中
に
本
件
翻
訳
を
行
っ
た
事
実
は
な
い
。
」
と
あ
る
が
、
勤
務
時
間
外
に

「
著
書
」
の
翻
訳
を
行
え
る
ほ
ど
、
「
職
員
」
は
時
間
的
余
裕
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
「
職
員
」
は
、
職
務
専
心
の
義

務
を
果
た
し
て
い
た
か
。

五

茂
田
氏
が
「
著
書
」
の
出
版
に
よ
り
得
た
印
税
等
の
収
入
は
い
く
ら
に
な
る
か
、
政
府
、
特
に
外
務
省
と
し
て
把
握
し
て

い
る
か
。

六

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
本
件
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
の
職
員
に
対
し
報
償
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い
と
承
知
し
て
お

り
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
贈
与
等
の
報
告
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
は
、
「
職
員
」
に
対
し
て
直
接
問
い
合
わ
せ
を
し
た
上
で
の
答
弁
か
。

七

六
の
答
弁
が
事
実
で
あ
る
の
な
ら
、
「
職
員
」
は
、
本
来
職
務
と
し
て
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
「
著
書
」
の
翻
訳
を
無

償
で
行
っ
た
と
理
解
し
て
良
い
か
。
更
に
茂
田
氏
は
、
国
家
公
務
員
の
協
力
を
得
て
出
版
し
た
「
著
書
」
に
よ
り
、
自
身
の

み
が
報
酬
を
得
た
と
理
解
し
て
良
い
か
。
確
認
を
求
め
る
。

八

七
が
事
実
な
ら
、
そ
れ
は
適
切
か
。
茂
田
氏
は
、
現
在
は
一
民
間
人
で
あ
る
と
承
知
す
る
が
、
民
間
人
が
国
民
全
体
の
奉

仕
者
、
公
僕
で
あ
る
国
家
公
務
員
を
使
い
、
利
益
を
得
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
か
。
ま
た
職
務
時
間
外
と
は
い
え
、
国
家
公

二



務
員
が
一
民
間
人
の
利
益
の
た
め
に
無
償
で
役
務
を
提
供
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
の
か
。

九

「
著
書
」
と
同
様
に
、
民
間
人
が
監
訳
を
し
た
著
書
に
、
外
務
省
職
員
は
じ
め
国
家
公
務
員
が
翻
訳
を
行
っ
た
と
い
う
事

例
は
過
去
に
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
、
著
書
の
名
称
、
翻
訳
を
行
っ
た
者
の
官
職
氏
名
、
そ
の
者
が
報
酬
を
得
て
い
る
か
否

か
、
得
て
い
る
の
な
ら
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
贈
与

等
の
報
告
は
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
等
、
詳
細
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
直
近
の
事
例
を
三
つ
挙
げ
ら
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


